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Ⅰ．調査の概要 
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１．調査の目的 
 

本調査は、令和７年度から令和 11 年度を計画期間とする「第３期関市子ども・子育て支援事業計

画」の策定資料として、保護者の皆様の教育・保育・子育て支援に関する利用状況や希望を把握する

ことを目的に実施しました。 

 

 

２．調査概要 
 

●調査地域：関市全域 

●調査対象：関市内在住の未就学児童の保護者 

関市内在住の小学生児童の保護者 

●抽出方法：住民基本台帳より、未就学児童 2,000 人、小学生児童 2,000 人の 

合計 4,000 人を無作為抽出 

●調査期間：令和６年２月５日～２月 20 日 

●調査方法：郵送による配布・回収（一部 web 回答） 

 

調 査 票 
調査対象者数 

（配布数） 
有効回収数 有効回収率 

未就学児童 2,000 1,075 53.8％ 

小学生児童 2,000 1,047 52.4％ 

合  計 4,000 2,122 53.1％ 

 

 

３．報告書の見方 
 

●本報告書の本文中では、未就学児童の保護者の回答結果を「未就学児童」、小学生児童の保護者の回

答結果を「小学生児童」と表記しています。 

●未就学児童と小学生児童で共通の設問は、並べて比較できるように構成しています。設問文の末尾

に就学前は「未：問 No.」、小学生は「小：問 No.」のように、調査票の設問番号を表示しています。 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表

においても反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があ

ります。 

●年齢等を数値で回答する設問（数量回答）では、区分分けをして集計しています。 
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●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難

なものです。 

●図表中の「n（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該

当する人）を表しています。 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 

●表中の網掛けは、「不明・無回答」を除き、最も割合の高い項目と２番目に割合の高い項目を表して

います。なお、回答者(n)が 10 未満の場合は順位の表記を省略し、読取文の対象外としています。 

 

 

４．設問の内容について 
 

回答する調査項目は、調査対象によって異なります。それぞれの該当の項目は以下の表のとおりで

す。 

〇：アンケート実施項目 

設問 未就学 小学生 

１．お住まいの地域について ○ ○ 

２．子どもの育ちをめぐる環境について ○ ○ 

３．保護者の就労状況について ○ ○ 

４．平日の定期的な幼稚園・保育所等の利用状況に 

ついて 
○  

５．子育て支援事業の利用状況について ○  

６．土曜・休日や長期休暇中の幼稚園・保育所等の 

利用希望について 
○  

７．病気の際の対応について ○ ○ 

８．幼稚園等の不定期な利用や宿泊を伴う 

一時預かり等について 
○ ○ 

９．放課後の過ごし方について ○ 
(５歳以上の子どものみ) 

○ 

10．育児休業など職場の両立支援制度について ○  

11．世帯の状況について ○ ○ 

12．子育て全般について ○ ○ 
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５．前回調査結果との比較について 
 

設問によって、第２期策定時の前回調査結果を併記し、比較を行っています。なお、今回の調査結

果を「R5調査」、前回の調査結果を「H30 調査」としています。「H30 調査」の概要は下記のとおり

です。 

 

報告書名 
関市子ども・子育てに関するアンケート調査結果報告書 

（平成 31 年３月） 

調査対象 未就学児童の保護者 小学生児童の保護者 

調査時期 平成 30 年 11 月下旬 平成 30 年 11 月下旬 

調査方法 郵送 郵送 

調査対象者数（配布数） 2,000 2,000 

有効回収数 1,117 1,086 

有効回収率 55.9％ 54.3％ 
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Ⅱ．調査結果 
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10.7 
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10.0 
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10.9 

10.0 

5.8 

10.6 

1.0 

8.4 

1.2 

0.8 

0.3 

2.7 

3.2 

0.9 

0.8 

1.9 

0.9 

9.6 

7.5 

9.4 

9.6 

9.6 

14.3 

5.9 

8.8 

2.1 

7.2 

1.3 

1.9 

0.2 

3.0 

4.5 

1.7 

0.9 

0.1 

2.5 

0% 10% 20%

安桜

旭ヶ丘

瀬尻

倉知

富岡

金竜

田原

下有知

富野

桜ヶ丘

南ヶ丘

洞戸

板取

武芸

博愛

武儀

上之保

わからない

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

１．お住まいの地域について 

 

（１） お住まいの小学校区 [未：問１、小：問１] <単数回答> 

未就学児童では「倉知」が 13.2％と最も高く、次いで「富岡」が 10.9％となっています。 

小学生児童では「金竜」が14.3％と最も高く、次いで「安桜」「倉知」「富岡」がそれぞれ9.6％とな

っています。 
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20.1 17.6 12.3 13.7 11.8 14.7 6.4 3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 不明・無回答

72.7 

71.4 

26.5 

26.6 

0.4 

1.4 

0.4 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

母親 父親 その他 不明・無回答

15.8 14.7 15.4 16.4 18.8 17.7 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（n=1,047)

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 不明・無回答

（２） お子さんの年齢 [未：問２] <数量回答> 

「０歳」が 20.1％と最も高く、次いで「１歳」が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） お子さんの学年 [小：問２] <単数回答> 

「５年生」が 18.8％と最も高く、次いで「６年生」が 17.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 調査票の回答者 [未：問３、小：問３] <単数回答> 

未就学児童では「母親」が 72.7％、「父親」が 26.5％、「その他」が 0.4％となっています。 

小学生児童では「母親」が 71.4％、「父親」が 26.6％、「その他」が 1.4％となっています。 
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56.5 

55.5 

41.8 

40.9 

0.4 

1.4 

0.7 

0.8 

0.4 

0.5 

0.4 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母

その他 不明・無回答

93.8 

87.7 

5.3 

11.2 

0.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

配偶者がいる 配偶者はいない 不明・無回答

（５） 回答者の配偶関係 [未：問４、小：問４] <単数回答> 

未就学児童では「配偶者がいる」が 93.8％、「配偶者はいない」が 5.3％となっています。 

小学生児童では「配偶者がいる」が 87.7％、「配偶者はいない」が 11.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 前回調査結果との⽐較 － 

○H30 調査と比較すると、未就学児童・小学生児童ともに R5 調査で「配偶者がいる」が微

減、「配偶者はいない」が微増となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 子育てをしている方 [未：問５、小：問５] <単数回答> 

未就学児童では「父母ともに」が 56.5％と最も高く、次いで「主に母親」が 41.8％となっています。 

小学生児童では「父母ともに」が 55.5％と最も高く、次いで「主に母親」が 40.9％となっています。 
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63.9 

32.7 

3.3 

28.5 

14.2 

37.1 

3.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

２．子どもの育ちをめぐる環境について 

 

（１） 子育てに日常的に関わっている方（施設） [未：問６] <複数回答> 

「父母ともに」が 63.9％と最も高く、次いで「保育所」が 37.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 前回調査結果との比較 － 

○H30 調査と比較すると、R5 調査で

「父母ともに」が微増となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

63.9 

32.7 

3.3 

28.5 

14.2 

37.1 

3.0 

0.2 

60.8 

34.0 

3.6 

31.1 

16.7 

40.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

その他

不明・無回答

R5調査(n=1,075)

H30調査(n=1,117)
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33.8 

62.3 

1.1 

4.0 

7.7 

2.0 

37.0 

55.0 

2.1 

8.0 

10.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

37.0 

55.0 

2.1 

8.0 

10.0 

2.8 

38.0 

56.6 

2.0 

10.0 

5.8 

0% 25% 50% 75% 100%

【小学生児童】

R5調査

(n=1,047)

H30調査

(n=1,086)

33.8 

62.3 

1.1 

4.0 

7.7 

2.0 

39.0 

61.1 

1.2 

6.6 

5.2 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

【未就学児童】

R5調査

(n=1,075)

H30調査

(n=1,117)

（２） お子さんをみてもらえる親族・知人はいるか [未：問７、小：問６] <複数回答> 

未就学児童、小学生児童ともに「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が

最も高く、それぞれ 62.3％、55.0％となっています。次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえ

る」がそれぞれ 33.8％、37.0％となっています。なお、「いずれもいない」が未就学児童で 7.7％、小

学生児童で 10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 前回調査結果との比較 － 

○H30 調査と比較すると、未就学児童・小学生児童ともに R5 調査で「日常的に祖父母等の

親族にみてもらえる」が微減、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもら

える」が未就学児童で微増、小学生児童で微減となっています。 
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56.0 

22.0 

23.1 

22.8 

8.7 

2.9 

0.3 

55.9 

20.5 

21.1 

27.4 

5.7 

3.4 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や

時間的制約を心配することなく、安心して

子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が

大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけている

ことが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=962)

小学生児童

（n=887)

〔「祖父母にみてもらえる」を選んだ方〕 

（３） 祖父母等の親族にみてもらっている状況 [未：問７-１、小：問６-１] <複数回答> 

未就学児童、小学生児童ともに「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配する

ことなく、安心して子どもをみてもらえる」が最も高く、それぞれ 56.0％、55.9％となっています。

次いで未就学児童では「祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」が 23.1％、

小学生児童では「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 27.4％となってい

ます。 
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55.9 

20.5 

21.1 

27.4 

5.7 

3.4 

0.6 

58.6 

16.5 

18.3 

28.1 

7.4 

3.3 

0% 25% 50% 75% 100%

【小学生児童】

R5調査

(n=887)

H30調査

(n=957)

56.0 

22.0 

23.1 

22.8 

8.7 

2.9 

0.3 

56.3 

19.5 

23.9 

25.4 

8.4 

3.3 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族の身体的・精神

的な負担や時間的制約を心配す

ることなく、安心して子どもを

みてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が

大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や

精神的な負担が大きく

心配である

自分たち親の立場として、負担

をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとって

ふさわしい環境であるか、

少し不安がある

その他

不明・無回答

【未就学児童】

R5調査

(n=962)

H30調査

(n=1,032)

 

－ 前回調査結果との比較 － 

○未就学児童・小学生児童ともにいずれの項目も、H30 調査と同程度となっています。 
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42.6 

6.4 

25.5 

19.1 

2.1 

10.6 

6.4 

49.0 

7.0 

17.0 

36.0 

1.0 

7.0 

3.0 

0% 20% 40% 60%

友人・知人の身体的・精神的な負担や

時間的制約を心配することなく、安心して

子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な

負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担を

かけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=47)

小学生児童

（n=100)

90.0 

85.8 

7.7 

12.3 

2.3 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

いる／ある いない／ない 不明・無回答

〔「友人・知人にみてもらえる」を選んだ方〕 

（４） 友人・知人にみてもらっている状況 [未：問７-２、小：問６-２] <複数回答> 

未就学児童、小学生児童ともに「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配すること

なく、安心して子どもをみてもらえる」が最も高く、それぞれ 42.6％、49.0％となっています。次い

で未就学児童では「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」が 25.5％、小学生

児童では「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」が 36.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 子育てをする上で、気軽に相談できる人・場所 [未：問８、小：問７] <単数回答> 

未就学児童では「いる／ある」が 90.0％、「いない／ない」が 7.7％となっています。 

小学生児童では「いる／ある」が 85.8％、「いない／ない」が 12.3％となっています。 
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82.5 

72.7 

10.1 

8.9 

12.6 

4.4 

1.4 

5.7 

1.4 

27.1 

10.2 

0.0 

12.2 

0.8 

3.5 

0.9 

3.6 

0.0 

77.1 

77.6 

12.9 

5.7 

2.2 

0.1 

0.9 

0.4 

0.0 

1.7 

1.2 

0.4 

7.7 

9.0 

0.4 

1.2 

12.5 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

SNS

子育て支援施設

子育て世代包括支援センターひだまり

地域包括支援センター

保健センター

保健所

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員、主任児童委員

かかりつけの医師

学校、教育委員会

子ども家庭課・子育て支援せきっこ

子ども家庭課・家庭児童相談室

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=967)

小学生児童

（n=898)

〔相談できる人・場所がいる／ある」を選んだ方〕 

（６） 気軽に相談できる先 [未：問８-１、小：問７-１] <複数回答> 

未就学児童では「祖父母等の親族」が 82.5％と最も高く、次いで「友人や知人」が 72.7％となって

います。 

小学生児童では「友人や知人」が 77.6％と最も高く、次いで「祖父母等の親族」が 77.1％となって

います。 
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21.1 

31.9 

16.6 

1.3 

33.3 

51.1 

4.1 

1.0 

22.1 

10.4 

0.8 

1.5 

2.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

92.0 

88.6 

1.0 

0.1 

0.5 

0.5 

0.0 

0.0 

0.7 

0.7 

0.0 

0.0 

5.9 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

不明・無回答

３．保護者の就労状況について 

 

（１） 保護者の就労状況 [未：問９、小：問８] <単数回答> 

母親は、未就学児童、小学生児童ともに「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介

護休業中ではない」が最も高く、それぞれ 33.3％、51.1％となっています。次いで未就学児童では

「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 22.1％、小学生児童では「フルタイムで就労し

ており、産休・育休・介護休業中ではない」が 31.9％となっています。 

父親は、未就学児童、小学生児童ともに「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」が最も高く、それぞれ 92.0％、88.6％となっています。 

 

【１】母親 

 

 

 

 

 

【２】父親 
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－ 前回調査結果との⽐較 － 

○未就学児童の母親について H30 調査と比較すると、「フルタイムで就労しているが、産

休・育休・介護休業中である」が 7.9 ポイント高くなっています。『フルタイムで就労

（産休・育休・介護休業中を含む）』は R5 調査で 37.7％と、H30 調査と比べて 10.1 ポイ

ント高くなっています。 

○小学生児童の母親について H30 調査と比較すると、『フルタイムで就労（産休・育休・介

護休業中を含む）』は R5調査で 33.2％と、H30 調査と比べて 6.8 ポイント高くなっていま

す。 

○父親についてH30調査と比較すると、未就学児童・小学生児童ともに「フルタイムで就労

しているが、産休・育休・介護休業中ではない」は同程度となっています。 
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0.7 

2.1 

6.1 

12.8 

56.6 

3.6 

0.4 

17.7 

0.4 

1.8 

8.1 

13.8 

61.5 

3.0 

0.2 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

未就学児童

（n=807)

小学生児童

（n=893)

〔「就労している」を選んだ方〕 

（２） 就労日数及び就労時間 [未：問９-１、小：問８-１] <数量回答> 

母親は、未就学児童、小学生児童ともに「５日」が最も高く、それぞれ 56.6％、61.5％となってい

ます。次いで「４日」がそれぞれ 12.8％、13.8％となっています。 

父親は、未就学児童、小学生児童ともに「５日」が最も高く、それぞれ 64.5％、59.1％となってい

ます。次いで「６日」がそれぞれ 16.1％、18.7％となっています。 

 

■１週当たりの就労日数 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】父親 

 

  0.5 

0.1 

0.2 

0.9 

64.5 

16.1 

1.2 

16.5 

0.1 

0.2 

0.3 

0.3 

59.1 

18.7 

1.5 

19.7 

0% 20% 40% 60% 80%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

未就学児童

（n=1,005)

小学生児童

（n=893)
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0.0 

0.1 

0.1 

0.6 

0.5 

37.3 

14.0 

29.2 

18.2 

0.0 

0.1 

0.4 

0.6 

1.4 

43.5 

13.2 

29.3 

11.5 

0% 20% 40% 60%

４時間未満

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間以上

不明・無回答

未就学児童

（n=1,005)

小学生児童

（n=934)

3.0 

5.6 

12.0 

18.1 

9.8 

22.9 

3.8 

5.5 

19.3 

4.7 

12.8 

16.7 

14.8 

9.9 

23.4 

3.1 

2.9 

11.8 

0% 20% 40% 60%

４時間未満

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間以上

不明・無回答

未就学児童

（n=807)

小学生児童

（n=893)

母親は、未就学児童、小学生児童ともに「８時間」が最も高く、それぞれ 22.9％、23.4％となって

います。次いで未就学児童では「６時間」が 18.1％、小学生児童では「５時間」が 16.7％となってい

ます。 

父親は、未就学児童、小学生児童ともに「８時間」が最も高く、それぞれ 37.3％、43.5％となって

います。次いで「10 時間以上」がそれぞれ 29.2％、29.3％となっています。 

 

■１日当たりの就労時間 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】父親 
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0.1 

0.7 

15.4 

21.9 

5.7 

0.7 

0.1 

0.1 

0.2 

54.9 

0.0 

0.9 

14.1 

26.1 

7.2 

0.9 

0.1 

0.3 

0.7 

49.7 

0% 20% 40% 60%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=807)

小学生児童

（n=893)

2.4 

10.5 

22.7 

9.1 

1.5 

0.4 

0.1 

0.1 

0.6 

52.6 

3.2 

11.3 

27.2 

7.7 

1.5 

0.1 

0.1 

0.1 

1.0 

47.8 

0% 20% 40% 60%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=1,005)

小学生児童

（n=934)

〔「就労している」を選んだ方〕 

（３） 家を出る時刻と帰宅時刻 [未：問９-２、小：問８-２] <数量回答> 

母親は、未就学児童、小学生児童ともに「８時台」が最も高く、それぞれ 21.9％、26.1％となって

います。次いで「７時台」がそれぞれ 15.4％、14.1％となっています。 

父親は、未就学児童、小学生児童ともに「７時台」が最も高く、それぞれ 22.7％、27.2％となって

います。次いで「６時台」がそれぞれ 10.5％、11.3％となっています。 

 

■家を出る時刻 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 

 

【２】父親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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0.7 

1.4 

1.6 

7.3 

9.2 

11.4 

9.9 

2.5 

0.7 

0.6 

0.1 

54.5 

2.7 

2.7 

4.4 

8.6 

9.1 

10.9 

7.8 

2.1 

1.5 

0.0 

0.3 

49.9 

0% 20% 40% 60%

13時以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=807)

小学生児童

（n=893)

母親は、未就学児童、小学生児童ともに「17 時台」が最も高く、それぞれ 11.4％、10.9％となって

います。次いで未就学児童では「18時台」が 9.9％、小学生児童では「16時台」が 9.1％となっていま

す。 

父親は、未就学児童、小学生児童ともに「18 時台」が最も高く、それぞれ 16.1％、14.1％となって

います。次いで「19 時台」がそれぞれ 10.7％、12.8％となっています。 

 

■帰宅時刻 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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1.8 

0.0 

0.1 

0.5 

1.3 

4.7 

16.1 

10.7 

7.3 

2.8 

2.4 

52.3 

2.5 

0.0 

0.3 

0.4 

1.0 

5.9 

14.1 

12.8 

9.2 

3.3 

2.5 

48.0 

0% 20% 40% 60%

13時以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=1,005)

小学生児童

（n=934)

【２】父親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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8.7 

7.5 

30.6 

28.4 

47.5 

53.9 

3.5 

3.3 

9.7 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=402)

小学生児童

（n=545)

フルタイムへの転職等の希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転職等の希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

不明・無回答

〔「パート・アルバイト等で就労している」を選んだ方〕 

（４） フルタイムへの就労意向 [未：問９-３、小：問８-３] <単数回答> 

母親は、未就学児童、小学生児童ともに「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が最

も高く、それぞれ 47.5％、53.9％となっています。次いで「フルタイムへの転職等の希望はあるが、

実現できる見込みはない」がそれぞれ 30.6％、28.4％となっています。 

 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】父親 

（単位：件数） 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
職
等
の
希
望
が 

あ
り
�
実
現
で
き
る
見
込
み
が
あ
る 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
転
職
等
の
希
望
は 

あ
る
が
�
実
現
で
き
る
見
込
み
は
な
い 

パ
�
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
就
労
を 

続
け
る
こ
と
を
希
望 

パ
�
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
や
め
て 

子
育
て
や
家
事
に
専
念
し
た
い 

不
明
・
無
回
答 

未就学児童（n=5) 0 1 3 0 1 

小学生児童（n=5) 2 0 1 0 2 
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18.6 

31.2 

51.4 

24.8 

26.3 

35.2 

3.6 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=247)

小学生児童

（n=125)

子育てや家事等に専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子が○歳になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

不明・無回答

〔「現在就労していない」を選んだ方〕 

（５） 就労希望 [未：問９-４、小：問８-４] <単数回答> 

未就学児童の母親は「子育てや家事等に専念したい（就労の予定はない）」が 18.6％、「１年より先、

一番下の子が○歳になったころに働きたい」が 51.4％、「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」

が 26.3％となっています。小学生児童の母親は「子育てや家事等に専念したい（就労の予定はない）」

が 31.2％、「１年より先、一番下の子が○歳になったころに働きたい」が 24.8％、「すぐにでも、もし

くは１年以内に働きたい」が 35.2％となっています。 

 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】父親 

（単位：件数） 

子
育
て
や
家
事
等
に
専
念
し
た
い 

:
就
労
の
予
定
は
な
い
= 

１
年
よ
り
先
�
一
番
下
の
子
が 

○
歳
に
な
G
た
こ
ろ
に
働
き
た
い 

す
ぐ
に
で
も
�
も
し
く
は
１
年
以
内 

に
働
き
た
い 

不
明
・
無
回
答 

未就学児童（n=7) 3 0 2 2 

小学生児童（n=7) 1 0 3 3 
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未就学児童の母親は「３～４歳」が 58.3％と最も高く、次いで「１～２歳」「５～６歳」がそれぞれ

11.8％となっています。小学生児童の母親は「13 歳以上」が 29.0％と最も高く、次いで「９～10 歳」

が 16.1％となっています。 

 

■一番下の子が○歳になったころ働きたい 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】父親 

 ※回答はありませんでした。 

 

  

11.8 

58.3 

11.8 

6.3 

2.4 

0.0 

0.8 

8.7 

3.2 

12.9 

9.7 

12.9 

16.1 

9.7 

29.0 

6.5 

0% 20% 40% 60%

１～２歳

３～４歳

５～６歳

７～８歳

９～10歳

11～12歳

13歳以上

不明・無回答

未就学児童

（n=127)

小学生児童

（n=31)



25 

13.8 

6.8 

81.5 

81.8 

4.6 

11.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=65)

小学生児童

（n=44)

フルタイム パート・アルバイト等 不明・無回答

未就学児童の母親は「フルタイム」が13.8％、「パート・アルバイト等」が81.5％となっています。

小学生児童の母親は「フルタイム」が 6.8％、「パート・アルバイト等」が 81.8％となっています。 

 

■希望する就労形態 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】父親 

（単位：件数） 

フ
ル
タ
イ
ム 

パ
�
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等 

不
明
・
無
回
答 

未就学児童（n=2) 2 0 0 

小学生児童（n=3) 2 1 0 
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0.0 

5.7 

28.3 

26.4 

26.4 

0.0 

0.0 

13.2 

0.0 

5.6 

30.6 

25.0 

22.2 

0.0 

0.0 

16.7 

0% 10% 20% 30% 40%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

未就学児童

（n=53)

小学生児童

（n=36)

母親は、未就学児童、小学生児童ともに「３日」が最も高く、それぞれ 28.3％、30.6％となってい

ます。次いで未就学児童では「４日」「５日」がそれぞれ26.4％、小学生児童では「４日」が25.0％と

なっています。 

 

■希望する就労日数 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】父親 

※未就学児童では回答はありませんでした。小学生児童では「５日」で１件の回答がありました。 
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11.3 

20.8 

35.8 

11.3 

1.9 

9.4 

0.0 

0.0 

9.4 

0.0 

38.9 

30.6 

13.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

４時間未満

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間以上

不明・無回答

未就学児童

（n=53)

小学生児童

（n=36)

未就学児童の母親は「５時間」が 35.8％と最も高く、次いで「４時間」が 20.8％となっています。

小学生児童の母親は「４時間」が 38.9％と最も高く、次いで「５時間」が 30.6％となっています。 

 

■希望する就労時間 

【１】母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】父親 

 ※未就学児童では回答はありませんでした。小学生児童では「５時間」で１件の回答がありました。 
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65.5 33.7 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

利用している 利用していない 不明・無回答

29.4 

5.3 

61.9 

2.3 

0.9 

0.0 

2.1 

1.8 

0.3 

0.0 

0.1 

1.4 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

勤務先の保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=704)

４．平日の定期的な幼稚園・保育所等の利用状況について 

※未就学児童のみ 

（１） 「定期的な教育・保育の事業」の利用状況 [未：問 10] <単数回答> 

「利用している」が 65.5％「利用していない」が 33.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

〔「利用している」を選んだ方〕 

（２） 利用している内容 [未：問 10-１] <複数回答> 

「認可保育所」が 61.9％と最も高く、次いで「幼稚園」が 29.4％となっています。 
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0.0 

0.1 

0.0 

1.1 

2.7 

13.1 

18.6 

23.0 

12.4 

11.8 

17.2 

0.0 

0.1 

0.3 

0.3 

1.6 

8.2 

14.5 

20.7 

12.1 

14.6 

27.6 

0% 10% 20% 30% 40%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間以上

不明・無回答

現在（n=704)

希望（n=704)

〔「利用している」を選んだ方〕 

（３） 利用している日数及び時間 [未：問 10-２] <数量回答> 

１週当たりの利用日数について、現在、希望ともに「５日」が最も高く、それぞれ 80.7％、67.3％

となっています。次いで現在では「１日」が 1.4％、希望では「６日」が 4.1％となっています。 

１日当たりの利用時間について、現在、希望ともに「８時間」が最も高く、それぞれ 23.0％、

20.7％となっています、次いで現在では「７時間」が 18.6％、希望では「10 時間以上」が 14.6％とな

っています。 

 

■１週当たりの利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１日当たりの利用時間 

 

  

1.4 

0.4 

1.1 

0.3 

80.7 

0.7 

0.3 

15.1 

0.6 

0.3 

0.9 

0.4 

67.3 

4.1 

0.6 

25.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

現在（n=704)

希望（n=704)
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0.0 

0.1 

3.3 

24.0 

18.8 

2.0 

51.8 

0.0 

0.0 

3.8 

21.6 

14.2 

1.3 

59.1 

0% 20% 40% 60% 80%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

現在（n=704)

希望（n=704)

0.3 

1.6 

9.2 

20.5 

9.1 

7.0 

0.6 

51.8 

0.3 

0.3 

6.5 

15.9 

9.4 

6.8 

1.8 

58.9 

0% 20% 40% 60% 80%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

不明・無回答

現在（n=704)

希望（n=704)

利用開始時刻について、現在、希望ともに「８時台」が最も高く、それぞれ 24.0％、21.6％となっ

ています。次いで「９時台」がそれぞれ 18.8％、14.2％となっています。 

利用終了時刻について、現在、希望ともに「16 時台」が最も高く、それぞれ 20.5％、15.9％となっ

ています。次いで現在では「15 時台」が 9.2％、希望では「17 時台」が 9.4％となっています。 

 

■利用開始時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 

 

 

■利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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41.6 

21.4 

57.2 

12.2 

7.9 

3.8 

9.6 

8.3 

1.1 

1.2 

6.0 

1.5 

2.8 

0% 20% 40% 60%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

勤務先の保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

57.3 25.1 17.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=494)

はい いいえ 不明・無回答

11.8 20.9 64.0 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

知っている 聞いたことはあるが、よくわからない

知らないし、聞いたこともない 不明・無回答

（４） 「定期的に」利用したいと考える幼稚園・保育所等の施設やサービス [未：問 11] <複数回答> 

「認可保育所」が 57.2％と最も高く、次いで「幼稚園」が 41.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「幼稚園」または「幼稚園の預かり保育」を選んだ方〕 

（５） 幼稚園での利用を強く希望するか [未：問 11-１] <単数回答> 

「はい」が 57.3％、「いいえ」が 25.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 「こども誰でも通園制度」の認知度 [未：問 12] <単数回答> 

「知っている」が 11.8％、「聞いたことはあるが、よくわからない」が 20.9％、「知らないし、聞い

たこともない」が 64.0％となっています。 
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41.3 53.3 5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

利用したい 利用したいとは思わない 不明・無回答

14.0 

14.9 

14.2 

1.8 

37.8 

3.2 

0.0 

14.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

不明・無回答

未就学児童

（n=444)

0.0 

1.1 

5.0 

5.6 

7.9 

15.8 

12.6 

18.7 

7.7 

9.9 

15.8 

0% 10% 20% 30%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間以上

不明・無回答

未就学児童

（n=444)

（７） 「こども誰でも通園制度」を利用したいと思うか [未：問 12-１] <単数回答・数量回答> 

「利用したい」が 41.3％、「利用したいとは思わない」が 53.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

１週あたりの利用日数について、「５回」が37.8％と最も高く、次いで「２回」が14.9％となってい

ます。 

１日あたりの利用時間について、「８時間」が18.7％と最も高く、次いで「６時間」が15.8％となっ

ています。 

 

■１週あたりの利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１日あたりの利用時間 
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0.0 

0.0 

1.6 

16.7 

24.5 

9.5 

47.7 

0% 20% 40% 60%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=444)

3.4 

4.1 

12.4 

18.7 

6.5 

5.2 

2.0 

47.7 

0% 20% 40% 60%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=444)

利用開始時刻について、「９時台」が 24.5％と最も高く、次いで「８時台」が 16.7％となっていま

す。 

利用終了時刻について、「16 時台」が 18.7％と最も高く、次いで「15 時台」が 12.4％となっていま

す。 

 

■利用開始時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 

 

 

■利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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17.1 4.8 80.0 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

地域子育て支援センター事業 その他関市で実施している類似の事業

利用していない 不明・無回答

５．子育て支援事業の利用状況について 

※未就学児童のみ 

（１） 地域子育て支援センター事業の利用状況 [未：問 13] <単数回答・数量回答> 

「地域子育て支援事業センター事業」が17.1％「その他関市で実施している類似の事業」が4.8％、

「利用していない」が 80.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援事業センター事業の１週当たり利用回数について、「１回」が 37.0％と最も高く、次

いで「２回」が 7.1％となっています。 

地域子育て支援事業センター事業の１か月当たりの利用回数について、「１回」が 41.3％と最も高く、

次いで「２回」が 10.9％となっています。 

■地域子育て支援事業センター事業の１週当たり利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域子育て支援事業センター事業の１か月当たりの利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本設問は、「地域子育て支援センター事業」を利用している方に、それぞれ「１週当たり」もしくは「１

か月当たり」の利用回数をお聞きしています。どちらかにご回答していただく内容ですが、どちらにも回

答されているケースもあるため、本調査結果は、回答者が回答された数値をいずれかにまとめることなく、

そのまま結果として掲載しています。  

37.0 

7.1 

4.9 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

50.5 

0% 20% 40% 60%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

不明・無回答

未就学児童

（n=184)

41.3 

10.9 

10.3 

6.5 

2.7 

0.5 

1.1 

3.3 

0.0 

3.3 

20.1 

0% 20% 40% 60%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

10回以上

不明・無回答

未就学児童

（n=184)
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その他関市で実施している類似の事業の１週当たり利用回数について、「１回」が 73.1％と最も高く、

次いで「２回」が 3.8％となっています。 

その他関市で実施している類似の事業の１か月当たりの利用回数について、「１回」が 78.8％と最も

高く、次いで「２回」が 5.8％となっています。 

 

■その他関市で実施している類似の事業の１週当たり利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他関市で実施している類似の事業の１か月当たりの利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本設問は、「その他関市で実施している類似の事業」を利用している方に、それぞれ「１週当たり」もし

くは「１か月当たり」の利用回数をお聞きしています。どちらかにご回答していただく内容ですが、どち

らにも回答されているケースもあるため、本調査結果は、回答者が回答された数値をいずれかにまとめる

ことなく、そのまま結果として掲載しています。 

  

73.1 

3.8 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

21.2 

0% 20% 40% 60% 80%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

不明・無回答

未就学児童

（n=52)

78.8 

5.8 

3.8 

1.9 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

10回以上

不明・無回答

未就学児童

（n=52)
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20.9 8.7 66.4 3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

不明・無回答

（２） 地域子育て支援センター事業の利用意向 [未：問 14] <単数回答・数量回答> 

「利用していないが、今後利用したい」が 20.9％「すでに利用しているが、今後利用日数を増やし

たい」が 8.7％、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が 66.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 前回調査結果との⽐較 － 

○H30 調査と比較すると、「利用していないが、今後利用したい」「すでに利用しているが、

今後利用日数を増やしたい」が、それぞれ微増となっています。 
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31.6 

10.2 

3.1 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

54.2 

0% 20% 40% 60%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

不明・無回答

未就学児童

（n=225)

26.7 

19.6 

6.7 

12.0 

2.7 

0.9 

0.0 

4.4 

0.0 

4.0 

23.1 

0% 20% 40% 60%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

10回以上

不明・無回答

未就学児童

（n=225)

 

今後の利用意向の１週当たり利用回数について、「１回」が 31.6％と最も高く、次いで「２回」が

10.2％となっています。 

今後の利用意向の１か月当たりの利用回数について、「１回」が 26.7％と最も高く、次いで「２回」

が 19.6％となっています。 

 

■今後の利用意向の１週当たり利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の利用意向の１か月当たりの利用回数 
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35.1 

12.8 

5.3 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

45.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

不明・無回答

未就学児童

（n=94)

9.6 

18.1 

9.6 

17.0 

2.1 

2.1 

0.0 

5.3 

0.0 

4.3 

31.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

10回以上

不明・無回答

未就学児童

（n=94)

今後の利用増加意向の１週当たり利用回数について、「１回」が 35.1％と最も高く、次いで「２回」

が 12.8％となっています。 

今後の利用意向の１か月当たりの利用回数について、「２回」が 18.1％と最も高く、次いで「４回」

が 17.0％となっています。 

 

■今後の利用増加意向の１週当たり利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の利用増加意向の１か月当たりの利用回数 
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77.8 

26.9 

66.0 

64.0 

68.0 

54.7 

39.3 

60.5 

76.6 

46.0 

56.7 

29.7 

47.2 

24.9 

48.9 

52.1 

48.6 

13.1 

62.7 

24.9 

26.3 

21.8 

36.3 

51.3 

29.9 

11.8 

44.6 

32.9 

60.3 

43.4 

65.8 

42.4 

38.9 

43.2 

9.1 

10.4 

9.0 

9.7 

10.2 

9.0 

9.4 

9.7 

11.6 

9.4 

10.3 

10.0 

9.4 

9.3 

8.7 

9.0 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①乳幼児相談、電話相談、

家庭訪問

②乳幼児期家庭教育学級

③プレママ広場・プレファ

ミリー広場・産後ファミ

リー広場・ひだまりサロン

④おはなし会

⑤ブックスタート

⑥保育所の園庭開放

⑦子育てサークル

⑧地域子育て支援センター

⑨児童センター

⑩子育てサロン

⑪せきっこひろば

⑫すくすくランド

⑬ファミリー・サポート・

センター

⑭子育て支援スタッフ派遣

事業

⑮病児・病後児保育事業

⑯託児サービス

⑰家庭児童相談室

未就学児童（n=1,075）

はい いいえ 不明・無回答

（３） 事業の認知状況や利用状況、利用意向 [未：問 15] <単数回答> 

認知状況について、「はい」では[①乳幼児相談、電話相談、家庭訪問][⑨児童センター] がそれぞれ

７割台、「いいえ」では[②乳幼児期家庭教育学級][⑫すくすくランド][⑭子育て支援スタッフ派遣事

業]がそれぞれ６割台と、他の事業と比較して高くなっています。 

 

Ａ 知っている 
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46.3 

8.9 

24.5 

25.8 

48.4 

24.3 

14.6 

29.6 

62.3 

9.2 

31.1 

19.1 

3.9 

2.0 

3.3 

10.5 

7.0 

38.8 

71.7 

58.2 

56.3 

35.3 

58.4 

66.9 

54.0 

24.6 

72.4 

52.3 

63.4 

76.9 

78.4 

77.0 

70.5 

73.7 

14.9 

19.3 

17.3 

18.0 

16.4 

17.3 

18.5 

16.5 

13.1 

18.4 

16.7 

17.5 

19.2 

19.5 

19.6 

19.0 

19.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①乳幼児相談、電話相談、

家庭訪問

②乳幼児期家庭教育学級

③プレママ広場・プレファ

ミリー広場・産後ファミ

リー広場・ひだまりサロン

④おはなし会

⑤ブックスタート

⑥保育所の園庭開放

⑦子育てサークル

⑧地域子育て支援センター

⑨児童センター

⑩子育てサロン

⑪せきっこひろば

⑫すくすくランド

⑬ファミリー・サポート・

センター

⑭子育て支援スタッフ派遣

事業

⑮病児・病後児保育事業

⑯託児サービス

⑰家庭児童相談室

未就学児童（n=1,075）

はい いいえ 不明・無回答

利用状況について、「はい」では[⑨児童センター]が 62.3％、「いいえ」では[②乳幼児期家庭教育学

級][⑩子育てサロン][⑬ファミリー・サポート・センター][⑭子育て支援スタッフ派遣事業][⑮病

児・病後児保育事業][⑯託児サービス][⑰家庭児童相談室]がそれぞれ７割台と、他の事業と比較して

高くなっています。 

 

Ｂ これまでに利用したことがある 
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39.3 

19.6 

27.7 

52.7 

55.9 

55.4 

28.8 

33.2 

59.2 

20.7 

36.5 

26.0 

29.9 

22.0 

47.1 

45.7 

37.0 

39.9 

62.7 

52.1 

29.6 

24.7 

27.6 

52.9 

49.2 

22.7 

61.7 

45.2 

55.2 

52.4 

59.9 

35.2 

36.8 

44.7 

20.8 

17.7 

20.2 

17.8 

19.3 

16.9 

18.2 

17.6 

18.1 

17.7 

18.3 

18.8 

17.8 

18.1 

17.8 

17.5 

18.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①乳幼児相談、電話相談、

家庭訪問

②乳幼児期家庭教育学級

③プレママ広場・プレファ

ミリー広場・産後ファミ

リー広場・ひだまりサロン

④おはなし会

⑤ブックスタート

⑥保育所の園庭開放

⑦子育てサークル

⑧地域子育て支援センター

⑨児童センター

⑩子育てサロン

⑪せきっこひろば

⑫すくすくランド

⑬ファミリー・サポート・

センター

⑭子育て支援スタッフ派遣

事業

⑮病児・病後児保育事業

⑯託児サービス

⑰家庭児童相談室

未就学児童（n=1,075）

はい いいえ 不明・無回答

今後の利用意向について、「はい」では[④おはなし会][⑤ブックスタート][⑥保育所の園庭開

放][⑨児童センター]がそれぞれ５割台、「いいえ」では[②乳幼児期家庭教育学級][⑩子育てサロン]

がそれぞれ６割台と、他の事業と比較して高くなっています。 

 

Ｃ 今後利用したい 
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71.3 

79.7 

3.9 

1.8 

23.2 

15.4 

1.7 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

（n=1,075)

日曜日・祝日

（n=1,075)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

６．土曜・休日や長期休暇中の定期的な幼稚園・保育所等の利用希望について 

※未就学児童のみ 

（１） 土曜日や日曜日・祝日の、幼稚園・保育所等の利用希望 [未：問 16] <単数回答・数量回答> 

土曜日では「利用する必要がない」が 71.3％「ほぼ毎週利用したい」が 3.9％、「月に１～２回は利

用したい」が 23.2％となっています。 

日曜日・祝日では「利用する必要がない」が 79.7％「ほぼ毎週利用したい」が 1.8％、「月に１～２

回は利用したい」が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



43 

0.0 

0.0 

4.5 

24.1 

17.9 

3.8 

49.8 

0.0 

0.0 

4.9 

20.5 

16.8 

4.3 

53.5 

0% 20% 40% 60%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

土曜日

（n=291)

日曜日・祝日

（n=185)

6.5 

1.0 

7.9 

14.4 

8.2 

10.3 

1.7 

49.8 

1.6 

0.5 

9.2 

11.9 

8.1 

13.5 

1.6 

53.5 

0% 20% 40% 60%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

不明・無回答

土曜日

（n=291)

日曜日・祝日

（n=185)

利用開始時刻について、土曜日、日曜日・祝日ともに「８時台」が最も高く、それぞれ 24.1％、

20.5％となっています。次いで「９時台」がそれぞれ 17.9％、16.8％となっています。 

利用終了時間について、土曜日では「16時台」が 14.4％と最も高く、次いで「18時台」が 10.3％と

なっています。日曜日・祝日では、「18 時台」が 13.5％と最も高く、次いで「16 時台」が 11.9％とな

っています。 

 

■利用開始時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 

 

■利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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27.5 33.8 33.3 5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=207)

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に２、３日利用したい

不明・無回答

0.0 

0.0 

1.4 

23.7 

23.0 

4.3 

47.5 

0% 20% 40% 60%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=139)

0.0 

2.2 

21.6 

16.5 

6.5 

4.3 

1.4 

47.5 

0% 20% 40% 60%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=139)

〔幼稚園を利用している方〕 

（２） 長期休暇での幼稚園・保育所等の利用希望 [未：問 17] <単数回答・数量回答> 

「利用する必要がない」が 27.5％「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が 33.8％、「休みの期間

中、週に２、３日利用したい」が 33.3％となっています。 

利用開始時刻について、「８時台」が 23.7％と最も高く、次いで「９時台」が 23.0％となっていま

す。 

利用終了時刻について、「15 時台」が 21.6％と最も高く、次いで「16 時台」が 16.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用開始時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 

 

■利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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83.2 

78.2 

13.4 

20.6 

3.4 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=704)

小学生児童

（n=1,047)

あった なかった 不明・無回答

84.1 

42.0 

38.6 

16.4 

6.1 

0.2 

0.2 

0.7 

2.2 

1.2 

78.8 

23.6 

26.6 

12.7 

0.7 

0.0 

0.0 

12.0 

4.3 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親が休んだ

父親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

母親又は父親のうち就労していない

方が子どもをみた

病児・病後児保育施設を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=586)

小学生児童

（n=819)

７．病気の際の対応について 

※未就学児童は平日の幼稚園・保育所等を利用する方のみ 

（１） 病気やケガで幼稚園・保育所、小学校等が利用できなかったこと 
[未：問 18、小：問 16] <単数回答> 

未就学児童では「あった」が 83.2％、「なかった」が 13.4％となっています。 

小学生児童では「あった」が 78.2％、「なかった」が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「幼稚園等を利用できなかったこと」があったを選んだ方〕 

（２） 幼稚園・保育所、小学校等が利用できなかった時のこの１年間の対処方法 
[未：問 18-１、小：問 16-１] <複数回答・数量回答> 

未就学児童、小学生児童ともに「母親が休んだ」が最も高く、それぞれ 84.1％、78.8％となってい

ます。次いで未就学児童では「父親が休んだ」が 42.0％、小学生児童では「（同居者を含む）親族・知

人に子どもをみてもらった」が 26.6％となっています。 
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未就学児童では［母親が休んだ］［（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった］［母親又は

父親のうち就労していない方が子どもをみた］［その他］で「10 日以上」がそれぞれ最も高く、小学生

児童では［母親が休んだ］で「10 日以上」が 19.7％と、最も高くなっています。 

 

■年間の対処日数 

（単位：％） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

８
日 

９
日 

10
日
以
上 

不
明
・
無
回
答 

【未就学児童】                       

母親が休んだ(n=493) 3.2 3.7 8.5 2.6 10.3 2.4 2.6 2.4 0.2 51.1 12.8 

父親が休んだ(n=246) 18.3 19.1 12.6 2.4 17.9 2.0 3.3 0.4 0.0 11.8 12.2 

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった(n=226) 
16.8 14.2 11.5 1.3 19.5 2.2 1.8 0.4 0.0 19.9 12.4 

母親又は父親のうち就労してい

ない方が子どもをみた(n=96) 
4.2 7.3 6.3 2.1 15.6 1.0 5.2 2.1 0.0 36.5 19.8 

病児・病後児保育施設を利用し

た(n=36) 
36.1 2.8 5.6 2.8 11.1 0.0 0.0 2.8 0.0 22.2 16.7 

仕方なく子どもだけで留守番を

させた(n=4) 
0.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 

その他(n=13) 0.0 15.4 0.0 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 23.1 46.2 

【小学生児童】                       

母親が休んだ(n=645) 10.5 10.1 12.9 4.7 18.1 0.9 3.7 1.4 0.3 19.7 17.7 

父親が休んだ(n=195) 32.1 21.8 13.5 0.5 14.0 0.0 2.1 0.5 0.0 4.1 11.4 

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった(n=218) 
20.6 14.7 22.5 1.8 11.0 0.9 0.9 0.0 0.5 10.1 17.0 

母親又は父親のうち就労してい

ない方が子どもをみた(n=6) 
9.6 12.5 8.7 1.0 11.5 1.0 6.7 2.9 1.0 26.9 18.3 

病児・病後児保育施設を利用し

た(n=6) 
50.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 

仕方なく子どもだけで留守番を

させた(n=98) 
20.4 19.4 13.3 2.0 12.2 1.0 0.0 0.0 0.0 5.1 26.5 

その他(n=35) 0.0 11.4 11.4 0.0 14.3 0.0 5.7 0.0 0.0 14.3 42.9 

 

※未就学児童、小学生児童ともに［ベビーシッターを利用した］［ファミリー・サポート・センターを利用

した］の回答者はありませんでした。 
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31.6 

12.4 

64.3 

83.8 

4.1 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=510)

小学生児童

（n=661)

できれば病児・病後児保育施設を利用したい

利用したいとは思わない

不明・無回答

3.7 

6.8 

10.6 

3.7 

18.0 

2.5 

1.9 

1.2 

0.0 

29.2 

22.4 

7.3 

9.8 

13.4 

3.7 

19.5 

2.4 

2.4 

0.0 

0.0 

22.0 

19.5 

0% 10% 20% 30% 40%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日以上

不明・無回答

未就学児童

（n=161)

小学生児童

（n=82)

〔「母親が休んだ」または「父親が休んだ」を選んだ方〕 

（３） 「できれば病児・病後児保育施設を利用したい」と思ったか 
[未：問 18-２、小：問 16-２] <単数回答・数量回答> 

未就学児童では「できれば病児・病後児保育施設を利用したい」が 31.6％、「利用したいとは思わな

い」が 64.3％となっています。小学生児童では「できれば病児・病後児保育施設を利用したい」が

12.4％、「利用したいとは思わない」が 83.8％となっています。 

利用したい日数について、未就学児童、小学生児童ともに「10 日以上」が最も高く、それぞれ

29.2％、22.0％となっています。次いで「５日」がそれぞれ 18.0％、19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用したい日数 
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49.7 

4.6 

12.8 

38.1 

29.0 

48.8 

16.8 

2.1 

0% 20% 40% 60%

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

利用方法がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=328)

〔「利用したいとは思わない」を選んだ方〕 

（４） 利用したいと思わない理由[未：問 18-３] <複数回答> 

「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」が 49.7％と最も高く、次いで「親が仕事を休んで対

応する」が 48.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「ベビーシッターを利用した」を選んだ方〕 

（５） どこのサービスをうけているか[未：問 18-４] <単数回答> 

 

※回答者はありませんでした。 
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5.3 

4.7 

1.8 

0.5 

0.1 

0.4 

0.7 

85.5 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時的保育事業

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

子育て支援短期事業

ベビーシッター

シルバー人材センター

その他

利用していない

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

８．幼稚園等の不定期な利用や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

（１） 日中の定期的な保育や病気のため以外に、不定期に利用している事業 
[未：問 19] <複数回答・数量回答> 

「利用していない」が 85.5％と最も高く、次いで「一時的保育事業」が 5.3％となっています。 

年間の利用日数について、[一時的保育事業]［幼稚園の預かり保育］［ファミリー・サポート・セン

ター］で「10 日以上」が、それぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用日数（年間） 

（単位：％） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

８
日 

９
日 

10
日
以
上 

不
明
・
無
回
答 

【未就学児童】                       

一時的保育事業

(n=57) 
7.0 5.3 10.5 1.8 8.8 1.8 1.8 0.0 0.0 36.8 26.3 

幼稚園の預かり保育

(n=50) 
10.0 10.0 12.0 0.0 6.0 6.0 4.0 2.0 0.0 28.0 22.0 

ファミリー・サポー

ト・センター(n=19) 
26.3 21.1 5.3 0.0 15.8 0.0 0.0 0.0 0.0 26.3 5.3 

子育て支援短期事業

(n=5) 
40.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0 

ベビーシッター

(n=1) 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 

シルバー人材センタ

ー(n=4) 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 

その他(n=7) 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 42.9 28.6 
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42.0 54.1 3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

72.1 

67.9 

27.4 

5.3 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや

親の通院・体調不良等

不定期の就労

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=452)

（２） 私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用する必要があると

思うか [未：問 20] <単数回答・複数回答・数量回答> 

「利用したい」が 42.0％、「利用する必要はない」が 54.1％となっています。 

利用目的について、「私用、リフレッシュ目的」が 72.1％と最も高く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、

子どもや親の通院・体調不良等」が 67.9％となっています。 

年間で利用したい日数について、すべての事業において「10 日以上」が最も高く、次いで「５日」

となっています。 

 

 

 

 

 

 

■利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用したい日数（年間） 

（単位：％） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

８
日 

９
日 

10
日
以
上 

不
明
・
無
回
答 

【未就学児童】                       

合計日数(n=452) 2.0 2.9 6.0 3.1 6.4 1.1 1.3 2.7 0.2 49.3 25.0 

私用、リフレッシュ目的(n=326) 7.7 5.2 6.4 2.5 13.8 2.5 0.6 0.3 0.0 44.5 16.6 

冠婚葬祭、学校行事、子どもや

親の通院・体調不良等(n=307) 
7.2 6.5 11.4 2.6 21.8 3.3 1.6 0.3 0.0 30.6 14.7 

不定期の就労(n=124) 4.8 8.1 4.0 1.6 13.7 0.8 1.6 0.0 0.0 41.9 23.4 

その他(n=24) 12.5 8.3 8.3 0.0 20.8 4.2 0.0 0.0 0.0 25.0 20.8 
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14.1 

8.6 

82.9 

89.1 

3.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

あった なかった 不明・無回答

79.6 

1.3 

0.7 

20.4 

2.6 

3.3 

2.0 

88.9 

2.2 

0.0 

4.4 

0.0 

4.4 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親族・知人にみてもらった

子育て支援短期利用事業を利用した

認可外保育施設、ベビーシッター等の

保育事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=152)

小学生児童

（n=90)

（３） この１年間に、保護者の用事により、泊りがけで家族以外にみてもらわなければならなかっ

た状況 [未：問 21、小：問 18] <単数回答・複数回答・数量回答> 

未就学児童では「あった」が14.1％、「なかった」が82.9％となっています。小学生児童では「あっ

た」が 8.6％、「なかった」が 89.1％となっています。 

対処方法について、未就学児童、小学生児童ともに「親族・知人にみてもらった」が最も高く、そ

れぞれ 79.6％、88.9％となっています。次いで未就学児童では「仕方なく子どもを同行させた」が

20.4％、小学生児童では「仕方なく子どもを同行させた」「その他」がそれぞれ 4.4％となっています。 

年間の対処方法の泊数について、就学児童では［親族・知人にみてもらった］［仕方なく子どもを同

行させた］で「１泊」が、それぞれ最も高くなっています。小学生児童では、［親族・知人にみてもら

った］で「１泊」が 22.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１年間の対処方法 
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9.1 37.2 42.1 11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=121)

非常に困難 どちらかというと困難 特に困難ではない 不明・無回答

■対処方法の日数（年間） 

（単位：％） 

１
泊 

２
泊 

３
泊 

４
泊 

５
泊 

６
泊 

７
泊 

８
泊 

９
泊 

10
泊
以
上 

不
明
・
無
回
答 

【未就学児童】                       

親族・知人にみてもらった

(n=121) 
21.5 19.8 5.8 3.3 11.6 3.3 4.1 0.8 0.0 10.7 19.0 

子育て支援短期利用事業を利用

した(n=2) 
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

認可外保育施設、ベビーシッタ

ー等の保育事業を利用した(n=1) 
100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

仕方なく子どもを同行させた

(n=31) 
45.2 3.2 6.5 0.0 12.9 3.2 3.2 3.2 0.0 3.2 19.4 

仕方なく子どもだけで留守番を

させた(n=4) 
25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 

その他(n=5) 20.0 0.0 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 

【未就学児童】                       

親族・知人にみてもらった

(n=80) 
22.5 13.8 8.8 3.8 12.5 3.8 1.3 2.5 0.0 18.8 12.5 

子育て支援短期利用事業を利用

した(n=2) 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

仕方なく子どもを同行させた

(n=4) 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 

その他(n=4) 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 

 

 ※小学生児童では「子育て支援短期利用事業を利用した」「認可外保育施設、ベビーシッター等の保育事

業を利用した」「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」の回答者はありませんでした。 

 

〔「親族・知人にみてもらった」を選んだ方〕 

（４） 親族・知人にみてもらった場合の困難度 [未：問 21-１] <単数回答> 

「非常に困難」が 9.1％、「どちらかというと困難」が 37.2％、「特に困難ではない」が 42.1％とな

っています。 
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23.1 75.5 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（n=1,047)

あった なかった 不明・無回答

89.7 

2.5 

0.0 

0.4 

8.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親族・知人にみてもらった

ファミリー・サポート・センターを利用した

子育て短期支援事業（ショートステイ）

ベビーシッターを利用した

その他

不明・無回答

小学生児童

（n=242)

（５） この１年間に保護者の用事により、お子さんを「一時的に」家族以外にみてもらわないとい

けなかった状況 [小：問 17 <単数回答・複数回答・数量回答> 

「あった」が 23.1％、「なかった」が 75.5％となっています。 

対処方法について、「親族・知人にみてもらった」が 89.7％と最も高く、次いで「その他」が 8.3％

となっています。 

年間の対処日数について、［親族・知人にみてもらった］で「10日以上」が24.9％と最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

■対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■対処方法の日数（年間） 

（単位：％） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

８
日 

９
日 

10
日
以
上 

不
明
・
無
回
答 

【小学生児童】                       

親族・知人にみてもらっ

た(n=217) 
17.1 15.7 8.8 1.8 12.0 2.3 4.1 0.9 0.0 24.9 12.4 

ファミリー・サポート・

センターを利用した(n=6) 
66.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 

ベビーシッターを利用し

た(n=1) 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

その他(n=20) 15.0 15.0 10.0 5.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 15.0 35.0 

 

 ※「子育て短期支援事業（ショートステイ）」の回答者はありませんでした。 
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56.8 

18.1 

34.8 

4.4 

15.0 

33.9 

2.2 

11.9 

14.1 

68.3 

23.8 

41.9 

3.5 

13.2 

17.6 

0.0 

12.3 

15.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童センター

放課後子ども教室

留守家庭児童教室

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

小学校低学年

（n=227)

小学校高学年

（n=227)

９．放課後の過ごし方について 

※未就学児童は５歳以上のみ 

（１） 放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいか [未：問 22・23] <複数回答・数量回答> 

小学校低学年、小学校高学年ともに「自宅」が最も高く、それぞれ 56.8％、68.3％となっています。

次いで「習い事」がそれぞれ 34.8％、41.9％となっています。 
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１週当たりの日数について、小学校低学年、小学校高学年ともに［自宅］［留守家庭児童教室］で

「５日」が、それぞれ最も高くなっています。 

 

■１週当たりの日数 

（単位：％） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

不
明
・
無
回
答 

【小学校低学年】                 

自宅(n=129) 6.2 10.9 11.6 8.5 34.1 0.8 6.2 21.7 

祖父母宅や友人・知人宅

(n=41) 
29.3 17.1 12.2 0.0 19.5 0.0 2.4 19.5 

習い事(n=79) 35.4 32.9 6.3 1.3 3.8 0.0 0.0 20.3 

児童センター(n=10) 40.0 40.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 10.0 

放課後子ども教室(n=34) 38.2 11.8 5.9 2.9 17.6 0.0 0.0 23.5 

留守家庭児童教室(n=77) 1.3 3.9 6.5 9.1 61.0 0.0 0.0 18.2 

ファミリー・サポート・

センター(n=5) 
40.0 0.0 0.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 

その他(n=27) 29.6 29.6 11.1 3.7 11.1 0.0 0.0 14.8 

【小学校高学年】                 

自宅(n=155) 2.6 15.5 13.5 8.4 37.4 0.0 1.9 20.6 

祖父母宅や友人・知人宅

(n=54) 
24.1 22.2 7.4 0.0 16.7 1.9 0.0 27.8 

習い事(n=95) 26.3 37.9 9.5 2.1 4.2 0.0 0.0 20.0 

児童センター(n=8) 62.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 

放課後子ども教室(n=30) 43.3 6.7 6.7 10.0 10.0 0.0 0.0 23.3 

留守家庭児童教室(n=40) 0.0 7.5 17.5 5.0 52.5 0.0 0.0 17.5 

その他(n=28) 21.4 28.6 10.7 0.0 25.0 0.0 0.0 14.3 

 

 ※［小学校高学年］では「ファミリー・サポート・センター」の回答者はありませんでした。 
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0.0 

0.0 

0.0 

6.5 

31.2 

29.9 

10.4 

22.1 

0.0 

0.0 

0.0 

5.0 

30.0 

32.5 

12.5 

20.0 

0% 10% 20% 30% 40%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

不明・無回答

小学校低学年

（n=77)

小学校高学年

（n=40)

16.2 

9.1 

7.1 

10.1 

69.7 

72.7 

7.1 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

（n=99)

日曜日・祝日

（n=99)

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

不明・無回答

留守家庭児童教室の利用時間について、小学校低学年では下校時から「17 時台」までが 31.2％と最

も高く、次いで「18 時台」が 29.9％となっています。小学校高学年では下校時から「18 時台」までが

32.5％と最も高く、次いで「17 時台」が 30.0％となっています。 

 

■留守家庭児童教室の利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔小学校低学年または高学年で「留守家庭児童教室」を選んだ方〕 

（２） 土曜日、日曜日・祝日での留守家庭児童教室の利用希望 [未：問 24] <単数回答・数量回答> 

土曜日では「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 16.2％、「高学年（４～６年生）になって

も利用したい」が 7.1％、「利用する必要はない」が 69.7％となっています。 

日曜日・祝日では「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 9.1％、「高学年（４～６年生）に

なっても利用したい」が 10.1％、「利用する必要はない」が 72.7％となっています。 
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0.0 

0.0 

8.7 

34.8 

4.3 

0.0 

52.2 

0.0 

0.0 

10.5 

36.8 

5.3 

0.0 

47.4 

0% 20% 40% 60%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

土曜日

（n=23)

日曜日・祝日

（n=19)

13.0 

4.3 

4.3 

4.3 

8.7 

13.0 

4.3 

47.8 

10.5 

0.0 

0.0 

5.3 

15.8 

15.8 

5.3 

47.4 

0% 20% 40% 60%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

不明・無回答

土曜日

（n=23)

日曜日・祝日

（n=19)

利用開始時刻について、土曜日、日曜日・祝日ともに「８時台」が最も高く、それぞれ 34.8％、

36.8％となっています。次いで「７時台」がそれぞれ 8.7％、10.5％となっています。 

利用終了時刻について、土曜日では「14 時より前」「18 時台」がそれぞれ 13.0％と最も高く、次い

で「17 時台」が 8.7％となっています。日曜日・祝日では「17 時台」「18 時台」がそれぞれ 15.8％と

最も高く、次いで「14 時より前」が 10.5％となっています。 

 

■利用開始時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 

 

■利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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67.9 

17.3 

39.4 

0.4 

3.3 

26.0 

0.4 

14.6 

1.5 

72.7 

20.0 

36.0 

0.8 

3.8 

10.2 

0.4 

13.1 

12.3 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童センター

放課後子ども教室

留守家庭児童教室

ファミリー・サポート・センター

その他

不明・無回答

小学校低学年

（n=480)

小学校高学年

（n=480)

〔小学校低学年のみ回答〕 

（３） 放課後の時間をどのような場所で過ごしているか（小学校低学年）、また、どのように過ごさ

せたいか（小学校高学年） [小：問 11・12] <複数回答・数量回答> 

小学校低学年、小学校高学年ともに「自宅」が最も高く、それぞれ 67.9％、72.7％となっています。

次いで「習い事」がそれぞれ 39.4％、36.0％となっています。 

 

 

 

 

  



59 

小学校低学年、小学校高学年ともに［自宅］［留守家庭児童教室］で「５日」が、それぞれ最も高く

なっています。 

 

■１週当たりの日数 

（単位：％） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

不
明
・
無
回
答 

【小学校低学年】                 

自宅(n=326) 8.0 10.4 11.3 8.9 43.3 0.3 5.5 12.3 

祖父母宅や友人・知人宅

(n=83) 
30.1 28.9 13.3 1.2 14.5 0.0 0.0 12.0 

習い事(n=189) 29.1 36.5 14.3 6.3 3.2 0.5 0.0 10.1 

児童センター(n=2) 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

放課後子ども教室(n=16) 56.3 12.5 0.0 0.0 18.8 0.0 0.0 12.5 

留守家庭児童教室(n=125) 2.4 2.4 8.0 16.0 56.0 0.0 0.0 15.2 

ファミリー・サポート・

センター(n=2) 
0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他(n=70) 24.3 24.3 14.3 15.7 12.9 0.0 0.0 8.6 

【小学校高学年】                 

自宅(n=349) 5.2 10.6 12.9 7.7 47.0 0.0 3.7 12.9 

祖父母宅や友人・知人宅

(n=96) 
28.1 28.1 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 10.4 

習い事(n=173) 26.6 42.2 13.9 5.8 2.9 0.6 0.0 8.1 

児童センター(n=4) 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 

放課後子ども教室(n=18) 44.4 22.2 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 

留守家庭児童教室(n=49) 2.0 4.1 12.2 4.1 55.1 0.0 0.0 22.4 

ファミリー・サポート・

センター(n=2) 
0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他(n=63) 27.0 22.2 17.5 9.5 12.7 0.0 0.0 11.1 
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0.0 

0.0 

0.8 

16.8 

28.8 

26.4 

0.0 

27.2 

0.0 

0.0 

0.0 

4.1 

20.4 

36.7 

4.1 

34.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

不明・無回答

小学校低学年

（n=125)

小学校高学年

（n=49)

11.3 

0.0 

1.1 

5.1 

3.7 

7.6 

12.4 

2.5 

23.1 

35.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

現在働いていないから利用できない

働いているが、留守家庭児童教室を

知らなかったから

働いているが、留守家庭児童教室の

開所時間が短いから

働いているが、利用料がかかるから

働いているが、子どもは放課後の

習いごとをしているから

働いているが、放課後の短時間なら

子どもだけでも大丈夫だと思うから

働いているが、他に身の回りの

世話をしてくれる人がいるから

働いているが、他の施設に預けているから

その他

不明・無回答

小学生児童

（n=355)

留守家庭児童教室の利用時刻について、小学校低学年では下校時から「17 時台」までが 28.8％と最

も高く、次いで「18 時台」までが 26.4％となっています。 

小学校高学年では下校時から「18時台」までが 36.7％と最も高く、次いで「17時台」までが 20.4％

となっています。 

 

■留守家庭児童教室の利用時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「留守家庭児童教室」以外を選んだ方〕 

（４） 留守家庭児童教室を利用してない理由 [小：問 11-１] <単数回答> 

「その他」が 23.1％と最も高く、次いで「働いているが、他に身の回りの世話をしてくれる人がい

るから」が 12.4％となっています。 
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1.3 

3.1 

11.4 

4.7 

64.4 

0.8 

0.3 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

小学生児童

（n=385)

11.7 6.6 

1.4 

17.1 59.9 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（n=1,047)

低学年（１～３年生）の間は利用したい ４年生までは利用したい

５年生までは利用したい ６年生までは利用したい

利用する必要はない 不明・無回答

（５） 放課後の留守家庭児童教室の利用希望 [小：問 13] <単数回答・数量回答> 

「利用する必要はない」が 59.9％と最も高く、次いで「６年生までは利用したい」が 17.1％となっ

ています。 

１週あたりの利用日数について、「５日」が64.4％と最も高く、次いで「３日」が11.4％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１週あたりの利用日数 
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4.1 

2.8 

6.6 

5.8 

85.7 

88.9 

3.6 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

（n=1,047)

日曜日・祝日

（n=1,047)

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

不明・無回答

0.9 

0.0 

8.0 

26.8 

8.9 

3.6 

51.8 

0.0 

0.0 

8.9 

26.7 

14.4 

3.3 

46.7 

0% 20% 40% 60%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

土曜日

（n=112)

日曜日・祝日

（n=90)

（６） 土曜日、日曜日・祝日での留守家庭児童教室の利用希望 [小：問 14] <単数回答・数量回答> 

土曜日では「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 4.1％、「高学年（４～６年生）になって

も利用したい」が 6.6％、「利用する必要はない」が 85.7％となっています。 

日曜日・祝日では「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 2.8％、「高学年（４～６年生）に

なっても利用したい」が 5.8％、「利用する必要はない」が 88.9％となっています。 

利用開始時刻について、土曜日、日曜日・祝日ともに「８時台」が最も高く、それぞれ 26.8％、

26.7％となっています。次いで「９時台」がそれぞれ 8.9％、14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用開始時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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7.1 

0.9 

2.7 

5.4 

9.8 

19.6 

2.7 

51.8 

3.3 

0.0 

4.4 

7.8 

14.4 

20.0 

3.3 

46.7 

0% 20% 40% 60%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

不明・無回答

土曜日

（n=112)

日曜日・祝日

（n=90)

利用終了時刻について、土曜日、日曜日・祝日ともに「18 時台」が最も高く、それぞれ 19.6％、

20.0％となっています。次いで「17 時台」がそれぞれ 9.8％、14.4％となっています。 

 

■利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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25.6 

11.7 

25.1 

25.9 

30.8 

60.0 

18.5 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=227)

小学生児童

（n=1,047)

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

不明・無回答

0.0 

0.0 

6.1 

35.7 

10.4 

0.0 

47.8 

0.0 

0.3 

7.1 

33.1 

9.2 

1.5 

48.9 

0% 20% 40% 60%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=115)

小学生児童

（n=393)

〔未就学児童は５歳以上のみ〕 

（７） 長期休暇期間中での留守家庭児童教室の利用希望 
[未：問 25、小：問 15 <単数回答・数量回答> 

未就学児童では「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 25.6％、「高学年（４～６年生）にな

っても利用したい」が25.1％、「利用する必要はない」が30.8％となっています。小学生児童では「低

学年（１～３年生）の間は利用したい」が 11.7％、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」が

25.9％、「利用する必要はない」が 60.0％となっています。 

利用開始時刻について、未就学児童、小学生児童ともに「８時台」が最も高く、それぞれ 35.7％、

33.1％となっています。次いで「９時台」がそれぞれ 10.4％、9.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用開始時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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0.9 

0.0 

5.2 

12.2 

15.7 

15.7 

2.6 

47.8 

1.3 

1.5 

4.6 

9.7 

16.0 

16.3 

1.8 

48.9 

0% 20% 40% 60%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

不明・無回答

未就学児童

（n=115)

小学生児童

（n=393)

利用終了時刻について、未就学児童では「17 時台」「18 時台」がそれぞれ 15.7％と最も高く、次い

で「16時台」が 12.2％となっています。小学生児童では「18時台」が 16.3％と最も高く、次いで「17

時台」が 16.0％となっています。 

 

■利用終了時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｗｅｂ回答において、時刻の入力が困難だったため、不明・無回答が多くなっています。 
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36.0 

0.9 

49.1 

13.8 

10.8 

75.8 

4.1 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（n=1,075)

父親

（n=1,075)

働いていなかった 取得した（取得中である）

取得していない 不明・無回答

10．育児休業など職場の両立支援制度について 

※未就学児童のみ 

（１） 育児休業を取得したか [未：問 26] <単数回答・複数回答> 

母親では「働いていなかった」が 36.0％、「取得した（取得中である）」が 49.1％、「取得していな

い」が 10.8％となっています。 

父親では「働いていなかった」が 0.9％、「取得した（取得中である）」が 13.8％、「取得していない」

が 75.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 前回調査結果との⽐較 － 

○H30 調査と比較すると、母親は「働いていなかった」「取得していない」は低くなり、「取

得した（取得中である）」は15.5ポイント高くなっています。父親は「取得していない」

は低くなり、「取得した（取得中である）」は 12.1 ポイント高くなっています。 
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15.5 

12.9 

6.9 

14.7 

0.9 

7.8 

3.4 

0.0 

7.8 

31.0 

16.4 

6.0 

0.0 

0.9 

22.4 

2.6 

36.8 

39.0 

-

4.2 

8.1 

32.0 

1.7 

28.7 

21.7 

0.2 

10.3 

0.6 

2.3 

-

7.7 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

有期雇用のため育児休業の取得用件を

満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇を取得できる

ことを知らず退職した

その他

不明・無回答

母親

（n=116)

父親

（n=815)

母親では「子育てや家事に専念するため退職した」が 31.0％と最も高く、次いで「その他」が

22.4％となっています。 

父親では「仕事が忙しかった」が 39.0％と最も高く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気

があった」が 36.8％となっています。 

 

■取得していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親では「（産休後に）仕事に早く復帰したかった」「産前産後の休暇を取得できることを知らず退職し

た」の選択肢はなし。 
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52.7 

87.8 

33.9 

7.4 

10.4 

0.0 

3.0 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（n=528)

父親

（n=148)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 不明・無回答

〔「育児休暇を取得した（取得中である）」を選んだ方〕 

（２） 育児休業取得後に職場に復帰したか [未：問 26-１] <単数回答・数量回答> 

母親では「育児休業取得後、職場に復帰した」が 52.7％、「現在も育児休業中である」が 33.9％、

「育児休業中に離職した」が 10.4％となっています。 

父親では「育児休業取得後、職場に復帰した」が 87.8％、「現在も育児休業中である」が 7.4％とな

っています。 
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2.2 

1.4 

1.4 

1.8 

15.1 

16.9 

4.0 

7.6 

2.5 

1.8 

3.6 

41.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10週間未満

10～19週間

20～29週間

30～39週間

40～49週間

50～59週間

60～69週間

70～79週間

80～89週間

90～99週間

100週間以上

不明・無回答

母親

（n=278)

62.3 

5.4 

1.5 

0.0 

0.8 

3.1 

26.9 

0% 20% 40% 60% 80%

10週間未満

10～19週間

20～29週間

30～39週間

40～49週間

50週間以上

不明・無回答

父親

（n=130)

［育児休業取得後、職場に復帰した]方の取得期間について、母親では「50～59週間」が16.9％と最

も高く、次いで「40～49 週間」が 15.1％となっています。 

父親では「10 週間未満」が 62.3％と最も高く、次いで「10～19 週間」が 5.4％となっています。 

 

■[育児休業取得後、職場に復帰した]方の取得期間（母親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■[育児休業取得後、職場に復帰した]方の取得期間（父親） 
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3.4 

2.2 

1.1 

2.2 

6.7 

11.2 

2.8 

6.1 

1.1 

3.9 

12.8 

46.4 

0% 20% 40% 60%

10週間未満

10～19週間

20～29週間

30～39週間

40～49週間

50～59週間

60～69週間

70～79週間

80～89週間

90～99週間

100週間以上

不明・無回答

母親

（n=179)

9.1 

0.0 

18.2 

0.0 

0.0 

18.2 

54.5 

0% 20% 40% 60%

10週間未満

10～19週間

20～29週間

30～39週間

40～49週間

50週間以上

不明・無回答

父親

（n=11)

［現在も育児休業中である]方の取得期間について、母親では「100 週間以上」が 12.8％と最も高く、

次いで「50～59 週間」が 11.2％となっています。 

父親では「20～29 週間」「50 週間以上」がそれぞれ 18.2％と最も高く、次いで「10 週間未満」が

9.1％となっています。 

 

■[現在も育児休業中である]方の取得期間（母親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■[現在も育児休業中である]方の取得期間（父親） 
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40.6 

3.1 

57.2 

86.2 

2.2 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（n=278)

父親

（n=130)

年度初めの入所に合わせたタイミングだった

それ以外だった

不明・無回答

〔「育児休暇取得後、職場に復帰した」を選んだ方〕 

（３） 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングか 
[未：問 26-２] <単数回答> 

母親では「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が40.6％、「それ以外だった」が57.2％と

なっています。 

父親では「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 3.1％、「それ以外だった」が 86.2％と

なっています。 

 

 

 

 

  



72 

32.9 

17.7 

48.5 

61.6 

6.3 

9.1 

0.3 

0.4 

12.0 

11.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

３人以下 ４～５人 ６～７人 ８人以上 不明・無回答

34.8 

18.5 

35.0 

46.0 

12.6 

18.9 

2.5 

3.2 

15.2 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

１人 ２人 ３人 ４人以上 不明・無回答

11．世帯の状況について 

 

（１） 同居人数と兄弟姉妹の人数 [未：問 27、小：問 19] <数量回答> 

同居人数について、未就学児童、小学生児童ともに「４～５人」が最も高く、それぞれ 48.5％、

61.6％となっています。次いで「３人以下」がそれぞれ 32.9％、17.7％となっています。 

兄弟姉妹人数について、未就学児童、小学生児童ともに「２人」が最も高く、それぞれ 35.0％、

46.0％となっています。次いで未就学児童では「１人」が 34.8％、小学生児童では「３人」が 18.9％

となっています。 

 

■同居人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

■兄弟姉妹人数 
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0.5 

0.2 

0.5 

0.8 

0.8 

1.4 

4.4 

6.4 

10.0 

10.1 

11.5 

16.1 

14.1 

7.1 

3.9 

2.5 

3.8 

5.8 

0.5 

0.3 

0.6 

2.2 

1.3 

1.9 

2.1 

5.1 

6.2 

6.8 

11.4 

15.3 

16.0 

12.5 

5.3 

4.5 

4.3 

3.8 

0% 10% 20%

収入はない

50万円未満

50～100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～350万円未満

350～400万円未満

400～450万円未満

450～500万円未満

500～600万円未満

600～700万円未満

700～800万円未満

800～900万円未満

900～1,000万円未満

1,000万円以上

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

（２） 家庭の世帯収入 [未：問 28、小：問 20] <単数回答> 

未就学児童では「500～600万円未満」が 16.1％と最も高く、次いで「600～700万円未満」が 14.1％

となっています。小学生児童では「600～700 万円未満」が 16.0％と最も高く、次いで「500～600 万円

未満」が 15.3％となっています。 

なお、未就学児童、小学生児童ともに「収入はない」がそれぞれ 0.5％となっています。 
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1.5 

1.4 

1.4 

1.3 

1.0 

0.7 

0.9 

4.1 

81.1 

66.7 

80.7 

80.0 

59.3 

66.7 

64.7 

72.2 

12.7 

26.5 

12.9 

13.8 

34.7 

27.5 

29.9 

18.6 

4.7 

5.4 

4.9 

4.9 

5.0 

5.0 

4.5 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①電気料金の未払い

②ガス料金の未払い

③水道料金の未払い

④電話料金の未払い

⑤家賃の滞納

⑥住宅ローンの滞納

⑦給食費の滞納

⑧その他の未払い

未就学児童（n=1,075）

あった なかった 該当しない 不明・無回答

（３） 経済的な理由により滞納、返済があったか [未：問 29、小：問 21] <単数回答> 

未就学児童では、いずれの項目も「あった」が５％未満となっていますが、［⑧その他の未払い］が

4.1％と、他の項目と比較して高くなっています。 
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2.0 

1.2 

2.0 

1.3 

0.9 

0.9 

1.6 

4.9 

82.8 

67.6 

81.8 

82.6 

58.8 

69.6 

80.9 

76.4 

11.5 

26.6 

11.7 

11.6 

35.8 

24.3 

12.7 

13.8 

3.7 

4.6 

4.5 

4.5 

4.5 

5.3 

4.8 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①電気料金の未払い

②ガス料金の未払い

③水道料金の未払い

④電話料金の未払い

⑤家賃の滞納

⑥住宅ローンの滞納

⑦給食費の滞納

⑧その他の未払い

小学生児童（n=1,047）

あった なかった 該当しない 不明・無回答

未就学児童では、いずれの項目も「あった」が５％未満となっていますが、［⑧その他の未払い］が

4.9％と、他の項目と比較して高くなっています。 
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93.1 

72.3 

71.3 

0.9 

10.9 

17.5 

0.3 

9.0 

6.5 

5.7 

7.8 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①高等学校

②短大・高専・専門学校

③大学・大学院

未就学児童（n=1,075）

91.0 

63.5 

69.4 

0.5 

11.3 

16.5 

0.4 

11.9 

9.1 

8.1 

13.3 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①高等学校

②短大・高専・専門学校

③大学・大学院

小学生児童（n=1,047）

受けさせたい

受けさせたいが、経済的に受けさせられない

必要だと思わない

不明・無回答

12．子育て全般について 

 

（１） どの段階まで教育を受けさせたいか [未：問 30、小：問 22] <単数回答> 

未就学児童では、いずれの項目も「受けさせたい」が７割以上となっています。なお、「受けさせた

いが、経済的に受けさせられない」が［①高等学校］で 0.9％、［②短大・高専・専門学校］で 10.9％、

[③大学・大学院]で 17.5％となっています。 

小学生児童では、いずれの項目も「受けさせたい」が６割以上となっています。なお、「受けさせた

いが、経済的に受けさせられない」が［①高等学校］で 0.5％、［②短大・高専・専門学校］で 11.3％、

[③大学・大学院]で 16.5％となっています。 
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66.2 

73.6 

14.0 

13.4 

17.7 

12.1 

2.1 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

知っている 聞いたことはあるが、よくわからない

知らないし、聞いたこともない 不明・無回答

（２） ヤングケアラ—の認知度 [未：問 31、小：問 23] <単数回答> 

未就学児童では、「知っている」が66.2％、「聞いたことはあるが、よくわからない」が14.0％、「知

らないし、聞いたこともない」が 17.7％となっています。 

小学生児童では、「知っている」が73.6％、「聞いたことはあるが、よくわからない」が13.4％、「知

らないし、聞いたこともない」が 12.1％となっています。 
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67.9 

58.5 

56.3 

15.2 

12.8 

1.7 

4.1 

1.9 

23.9 

23.6 

58.6 

13.9 

2.1 

2.0 

2.3 

59.1 

70.3 

40.1 

3.0 

2.2 

0.2 

0.5 

0.5 

29.2 

28.6 

41.9 

9.6 

1.4 

3.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

親戚（親、兄弟・姉妹など）

隣近所の人、知人、友人

幼稚園、保育所等、学校

地域子育て支援センター

保健センター

保健所

子育て世代包括支援センターひだまり

地域包括支援センター（子どもの相談員）

市の広報紙、ホームページ

テレビ、ラジオ、新聞

インターネット

雑誌、育児書

その他

どこで入手すればよいかわからない

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

（３） 子育てに関する情報の入手先 [未：問 32、小：問 24] <複数回答> 

未就学児童では、「親戚（親、兄弟・姉妹など）」が 67.9％と最も高く、次いで「インターネット」

が 58.6％となっています。 

小学生児童では、「隣近所の人、友人、知人」が 70.3％と最も高く、次いで「親戚（親、兄弟・姉妹

など）」が 59.1％となっています。 
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64.8 

13.2 

69.5 

17.9 

1.0 

34.9 

2.1 

0.3 

74.3 

14.6 

43.1 

9.6 

2.5 

24.6 

2.1 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

ブラウザなどの検索エンジン

LINE

Instagram

X（旧Twitter）

Facebook

YouTube

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=630)

小学生児童

（n=439)

18.3 

11.3 

67.6 

73.8 

10.0 

11.0 

1.7 

1.9 

2.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

大変子育てしやすい まあまあ子育てしやすい

あまり子育てしやすくない 子育てしにくい

不明・無回答

〔「インターネット」を選んだ方〕 

（４） どのようなインターネットツールを利用するのか [未：問 32-１、小：問 24-１] <複数回答> 

未就学児童では、「Instagram」が 69.5％と最も高く、次いで「ブラウザなどの検索エンジン」が

64.8％となっています。 

小学生児童では、「ブラウザなどの検索エンジン」が 74.3％と最も高く、次いで「Instagram」が

43.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 関市は子育てしやすいまちだと思うか [未：問 33、小：問 25] <単数回答> 

未就学児童では、『子育てしやすい』（「大変子育てしやすい」と「まあまあ子育てしやすい」の合算）

が85.9％、『子育てしにくい』（「あまり子育てしやすくない」と「子育てしにくい」の合算）が11.7％

となっています。 

小学生児童では、『子育てしやすい』（「大変子育てしやすい」と「まあまあ子育てしやすい」の合算）

が85.1％、『子育てしにくい』（「あまり子育てしやすくない」と「子育てしにくい」の合算）が12.9％

となっています。 
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32.5 

52.4 

50.0 

8.7 

34.9 

1.6 

15.1 

23.0 

41.3 

13.5 

0.8 

37.0 

45.9 

47.4 

3.7 

41.5 

1.5 

14.8 

11.1 

41.5 

17.0 

3.0 

0% 20% 40% 60%

子育てしながら働く場などが不足しているから

助成制度など経済的支援が不十分だから

子育て支援などの制度が不十分だから

防犯や防災などに不安があるから

道路や鉄道など交通網の利便性が悪いから

一戸建てやマンションなどの

住宅が不足しているから

買い物など日常生活の利便性が悪いから

小児科・産婦人科などの医療施設が

不足しているから

子どもが安心して遊ぶことのできる

場所が不足しているから

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=126)

小学生児童

（n=135)

〔『子育てしにくい』を選んだ方〕 

（６） 子育てしやすくない、子育てしにくいと感じる理由 [未：問 33-１、小：問 25-１] <複数回答> 

未就学児童では、「助成制度など経済的支援が不十分だから」が 52.4％と最も高く、次いで「子育て

支援などの制度が不十分だから」が 50.0％となっています。 

小学生児童では、「子育て支援などの制度が不十分だから」が 47.4％と最も高く、次いで「助成制度

など経済的支援が不十分だから」が 45.9％となっています。 

 

 

  



81 

5.4 

9.4 

8.5 

6.2 

22.7 

26.3 

19.6 

9.9 

15.0 

4.9 

8.8 

11.8 

19.8 

18.5 

44.8 

43.5 

3.6 

5.5 

4.7 

3.1 

5.1 

10.9 

2.7 

7.9 

16.1 

15.0 

18.8 

3.2 

6.3 

7.0 

15.6 

16.8 

24.8 

22.9 

45.8 

36.7 

4.5 

4.5 

5.0 

4.3 

0% 20% 40% 60%

子育てグループなどの自主的な活動への支援

子育てについて学習する場の充実

乳幼児期に必要な食事のとり方や年齢に

応じた生活習慣を学べる場の充実

子育てを支援するボランティアの育成

病気及び病気回復期の子ども（病後児）を

医療機関と連携して保育してくれる施設の充実

子育てをしている親がリフレッシュするために

一時的な保育をしてくれる施設の充実

子どもの発育・発達に関する支援の充実

乳児保育の充実

延長保育の充実

障がい児保育の充実

登園拒否・登校拒否への支援の充実

地域の子どもへの見守りと声かけ

子どもの安全のための地域のパトロール

子ども同士が遊べる機会の充実

子どもが安心して遊べる場の整備（屋外）

子どもが安心して遊べる場の整備

（体を動かせる屋内）

子どもの健全育成のための世代間の交流

子育てマップなど情報提供手段の充実

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

（７） 関市の子育て支援施策に期待すること・重要なこと [未：問 34、小：問 26] <複数回答> 

未就学児童、小学生児童ともに「子どもが安心して遊べる場の整備（屋外）」が最も高く、それぞれ

44.8％、45.8％となっています。次いで「子どもが安心して遊べる場の整備（体を動かせる屋内）」が

それぞれ 43.5％、36.7％となっています。 
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39.2 

57.6 

5.1 

20.4 

4.5 

10.1 

39.6 

6.9 

9.1 

3.9 

31.2 

47.0 

4.3 

13.3 

3.8 

8.4 

31.5 

7.4 

18.9 

3.5 

0% 20% 40% 60%

急な残業が入ってしまう

自分が病気・ケガをしたときや、子どもが急に

病気になったときに代わりに世話をしてくれる

人がいない

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

子どもの他に世話をしなければ

ならない人がいる

子どもの世話をしてくれる施設、

サービスなどがみつからない

子どもと接する時間が少ない、

子どもが寂しがる

その他

特に大変だと感じることはない

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

18.4 

19.1 

55.4 

50.8 

18.0 

21.0 

5.4 

7.6 

2.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

ひんぱんにあった 時々あった あまりなかった

全くなかった 不明・無回答

（８） 仕事と子育てを両立する上で大変だと考えられること [未：問 36、小：問 28] <複数回答> 

未就学児童、小学生児童ともに「自分が病気・ケガをしたときや、子どもが急に病気になったとき

に代わりに世話をしてくれる人がいない」が最も高く、それぞれ 57.6％、47.0％となっています。次

いで「子どもと接する時間が少ない、子どもが寂しがる」がそれぞれ 39.6％、31.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９） 子育てをする中で、不安・悩み・苦労など、強いストレスを感じたことがあるか 
[未：問 37、小：問９] <単数回答> 

未就学児童では、『あった』（「ひんぱんにあった」と「時々あった」の合算）が 73.8％、『なかった』

（「あまりなかった」と「全くなかった」の合算）が 23.4％となっています。 

小学生児童では、『あった』（「ひんぱんにあった」と「時々あった」の合算）が 69.9％、『なかった』

（「あまりなかった」と「全くなかった」の合算）が 28.6％となっています。 
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20.2 

37.1 

1.6 

73.4 

6.6 

33.9 

23.9 

17.3 

35.5 

20.2 

1.9 

0.9 

28.3 

28.2 

2.6 

48.1 

34.0 

33.6 

22.4 

16.2 

32.7 

20.2 

2.6 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

人間関係

家庭

介護

育児

学校・勉強

仕事・職場

自分の健康

家族の健康

経済面

将来

その他

不明・無回答

未就学児童

（n=988)

小学生児童

（n=952)

20.3 

17.6 

54.4 

58.7 

19.6 

18.2 

2.3 

3.4 

3.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

（n=1,075)

小学生児童

（n=1,047)

解消できている だいたい解消できている

あまり解消できていない 全く解消できていない

不明・無回答

〔不安・悩み・苦労など、強いストレスを感じたことが『あった』を選んだ方〕 

（10） どのようなことでストレスを感じたか [未：問 37-１、小：問９-１] <複数回答> 

未就学児童、小学生児童ともに「育児」が最も高く、それぞれ 73.4％、48.1％となっています。次

いで未就学児童では「家庭」が 37.1％、小学生児童では「学校・勉強」が 34.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11） ストレスを自分なりに解消できているか [未：問 38、小：問 10] <単数回答> 

未就学児童では、『解消できている』（「解消できている」と「だいたい解消できている」の合算）が

74.7％、『解消できていない』（「あまり解消できていない」と「全く解消できていない」の合算）が

21.9％となっています。 

小学生児童では、『解消できている』（「解消できている」と「だいたい解消できている」の合算）が

76.3％、『解消できていない』（「あまり解消できていない」と「全く解消できていない」の合算）が

21.6％となっています。 
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41.7 

41.8 

9.3 

20.2 

23.8 

6.0 

32.5 

27.0 

14.2 

4.7 

10.2 

11.3 

6.0 

4.1 

32.0 

4.4 

6.2 

3.3 

8.0 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからない

子どもとの接し方に自信が持てない

子どもとの時間を十分にとれない

話し相手や相談相手がいない

仕事や自分のやりたいことが十分できない

子どもの教育に関すること

友だちづきあいに関すること

登園拒否・不登校などに関すること

子育てに関しての配偶者・

パートナーの協力が少ない

配偶者・パートナーと子育てに

関して意見が合わない

自分の子育てについて、親族・近隣の人・

職場などの周りの見る目が気になる

配偶者・パートナー以外に子育てを

手伝ってくれる人がいない

子どもを叱りすぎているような気がする

子育てのストレスがたまって、子どもに手を

あげたり、世話をしなかったりしてしまう

地域の子育て支援サービスの内容や利用・

申込み方法がよくわからない

その他

特にない

不明・無回答

未就学児童

（n=1,075)

（12） 子育てに関して日頃悩んでいること、気になること [未：問 38-１] <複数回答> 

「食事や栄養に関すること」が 41.8％と最も高く、次いで「病気や発育・発達に関すること」が

41.7％となっています。 
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41.7 

41.8 

9.3 

20.2 

23.8 

6.0 

32.5 

27.0 

14.2 

4.7 

10.2 

11.3 

6.0 

4.1 

32.0 

4.4 

6.2 

3.3 

8.0 

3.4 

34.0 

37.2 

5.1 

17.8 

25.5 

3.5 

31.2 

23.7 

19.2 

3.0 

13.0 

8.0 

8.6 

5.6 

39.9 

5.1 

7.4 

4.4 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80%

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからない

子どもとの接し方に自信が持てない

子どもとの時間を十分にとれない

話し相手や相談相手がいない

仕事や自分のやりたいことが十分できない

子どもの教育に関すること

友だちづきあいに関すること

登園拒否・不登校などに関すること

子育てに関しての

配偶者・パートナーの協力が少ない

配偶者・パートナーと子育てに関して

意見が合わない

自分の子育てについて、親族・近隣の人・

職場などの周りの見る目が気になる

配偶者・パートナー以外に

子育てを手伝ってくれる人がいない

子どもを叱りすぎているような気がする

子育てのストレスがたまって、子どもに

手をあげたり、世話をしなかったりしてしまう

地域の子育て支援サービスの内容や利用・

申込み方法がよくわからない

その他

特にない

不明・無回答

R5調査(n=1,075)

H30調査(n=1,117)

 

－ 前回調査結果との比較 － 

○H30 調査と比較すると、「病気や発育・発達に関すること」は 7.7 ポイント高くなってい

る一方で、「子どもを叱りすぎているような気がする」は 7.9 ポイント低くなっています。 

○「特にない」「不明・無回答」を除いた 18 項目のうち半数の９項目で、H30 調査と比べて

やや高くなっています。 
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94.4 

2.5 1.4 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童

（n=1,047)

できている ひんぱんに休む ほとんど登校できていない 不明・無回答

7.3 

87.8 

2.4 

4.9 

0.0 

9.8 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

自宅

ふれあい教室

フリースクールなどの民間施設

塾

その他

不明・無回答

小学生児童

（n=41)

（13） お子さんは、毎日学校に登校できているか [小：問 10] <単数回答> 

「できている」が 94.4％、「ひんぱんに休む」が 2.5％、「ほとんど登校できていない」が 1.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

〔「毎日学校に登校できていない」を選んだ方〕 

（14） 平日の日中に最も多くの時間を過ごしている学校以外の場所 [小：問 10-１] <複数回答> 

「自宅」が 87.8％と最も高く、次いで「その他」が 9.8％となっています。 
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17.9 

13.5 

25.8 

7.7 

21.8 

19.1 

24.1 

22.1 

17.3 

19.0 

18.6 

19.2 

14.4 

10.0 

43.6 

29.1 

40.4 

7.7 

3.2 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育て相談の充実

子ども同士、高齢者などとの交流の機会の充実

地域社会全体で子どもたちを

見守り育てていく体制づくり

バランスのよい食生活に関する知識の普及

子どもの健診、健康相談、発達相談の充実

一人ひとりの個性や特徴を尊重した幼児教育

自然や文化とのふれあい、人との付き合い方を

学ぶための体験活動の充実

小児医療の充実や乳幼児医療費の助成制度の拡充

交通マナーの向上などの交通安全啓発活動

防犯意識の啓発活動

ひとり親家庭への支援

障がいのある子どもと家庭への支援

児童虐待の防止・発見・対応

乳児保育、延長保育などの拡充

家庭と仕事が両立できるよう、

各種支援事業の周知

労働時間改善など、企業や

事業主へのはたらきかけ

公共施設や公園などの安全性の確保

バリアフリーのまちづくり

その他

不明・無回答

小学生児童

（n=1,047)

（15） 今後、行政や関係機関の取組として必要と思われること、充実を図ってほしいと思うもの 
[小：問 31] <複数回答> 

「家庭と仕事が両立できるよう、各種支援事業の周知」が 43.6％と最も高く、次いで「公共施設や

公園などの安全性の確保」が 40.4％となっています。 
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